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第１章　研究開発の課題
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第２章　研究開発の経緯
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第３章　研究開発の内容
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(2) 学習内容例 

・三角関数の合成の一般化 [ＳＳＨ数学Ｘα] 

周期が同じサインカーブの位相を任意に変化させても、必ず１つのサインカーブに合成でき

ることを理解させた。さらに、周期が異なるサインカーブの合成の具体例を見せながら、フー

リエ級数と情報の圧縮につながる話に触れ、現代社会において、三角関数が幅広く応用されて

いることを紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分散の意味（最小２乗法） ［ＳＳＨ数学Ｙα］ 

誤差が生じる測定値（データ）から、真の値を推測する方法として、散らばりを表す指標の

定義を考えさせた。最小２乗法による真の値の推定値は、データの算術平均と一致することを

導き、分散の意味を理解させた。 

②「ＳＳＨ数学Ｘβ」「ＳＳＨ数学Ｙβ」 

(1) 年間指導内容 

  「ＳＳＨ数学Ｘβ」３単位 「ＳＳＨ数学Ｙβ」３単位 

期 単元 学習内容 単元 学習内容 

前

期 

指数関数と ①指数と指数関数 数列 ①等差数列・等比数列 

対数関数 ②対数と対数関数  ②いろいろな数列 

微分と積分 ①微分係数と導関数  ③漸化式と数学的帰納法 

 ②導関数の応用 数列の極限 ①無限数列 

 ③積分  ②無限級数 

関数とその極限 ①分数関数と無理関数 関数とその極限 ①関数の極限と連続性 

後

期 

微分法 ①微分と導関数 複素数平面 ①複素数平面 

 ②いろいろな関数の導関数  ②平面図形と複素数 

 ③導関数と関数のグラフ 平面上の曲線 ①２次曲線 

 ④微分法の応用  ②媒介変数表示と極座標 

積分法 ①不定積分 ②定積分 確率分布と ①確率分布 

 ③積分法の応用 統計的な推測  

(2) 学習内容例 

   ・平均値の定理の拡張 べき級数展開 [ＳＳＨ数学Ｘβ] 

平均値の定理は、その特別な場合であるロルの定理を用いて証明でき、これらの定理が同値

であることがいえる。そのロルの定理を、実数の根本性質により証明できることを紹介した。

そしてロルの定理を用いて、一般的な平均値の定理、ラグランジュの定理を含む、コーシーの

平均値の定理を示し、それによりロピタルの定理も示した。さらに、平均値の定理の拡張とし

て、テイラーの定理を、ロルの定理から示した。 

テイラー展開の具体例として、全ての について有効な、関数 , 、 そして、全

ての については有効ではない、関数  のべき級数展開を学び、関数を無限次の多項

式として表現する考え方や、 , と多項式による不等式が、テイラー展開から考えら

れていることなど、教科書例題の背景を理解させた。数学は証明の学問であり、結果が全てで

はなく、結果以上に、途中のプロセス、論理が大切なことを指導した。 

[教材の一部抜粋] 
１  と，  の合成 
 【問題１】 1  √3  をサインに合成せよ。 
 
２ 合成の一般化 

 【問題２】 √3 3  をサインに合成せよ。 

 【問題３】  をサインに合成せよ。 
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No.  Breakout Room
OP11  

Sustainable high school  

1 
OP12   

An Aircraft’s wing ~Let’s think lift and drag~  

OP13  
Is it effective to increase the severity of juvenile law penalties?   

OP14  
The supreme ruler of the ancient world  
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OP15  
Rain making 

OP21  
Extending healthy life expectancies   

2 

OP22 ×  
Static electricity makes our masks more effective?!  

OP23  
Know the dangers of embankment   

OP24  
Power generation using meiwa high school soil  

OP25  
Keep your handkerchief clean with the antibacterial effect of tea leave  
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Analysis of protoplanetary disks using data of ALMA radio 
observation 
Stress response in cactus 
Synthesis and fluorescence properties of B2N6 bicyclic 
compounds by reaction of tetra aryl diborane (4) with organic 
azides 
The lifestyle of Tanuki living near Meiwa H.S. 
Breeding Geoffroy‘s Spider Monkey — How to use the tail and 
Group communication 
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第４章　実施の効果とその評価
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第５章　校内におけるSSHの組織的推進体制
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第６章　成果の発信・普及

第７章　研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性


